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鳥取県倉吉市にある伯群国分寺跡ば，鳥取県教育委員会と倉吉市教育委貝会が国庫補助金

による継続ﾂi:業として昭和45年から発掘I淵在を実施しており，これまでの洲査で塔．金堂．

講懲などの難聴を確認し，主要伽鮭はほぼ180ｍ四方の寺地の西寄り三分の一の線上に配置

されていることがわかっているｏ本年度は国分寺の残余の部分と|玉|分尼寺のI淵査をあわせた

館３次調査を11月１１~1～12月1911にわたって実施した。宮沢．佐藤．天田が参加した。

国分寺はI|,iIiIlとＩ１ＴＩ廊の一部，識堂北方地区，金錐西辺部，寺地のIﾉLi方の土塁と空濠につい

て調査した。西方土塁と空濠が推定どおりに寺のiﾉLiを限る施設であることを認めたほかはい

ずれも調査した範州では後|此の撹乱が苫しく，遺概の検出はできなかった。

国分尼寺については，天暦２年（948）に同分寺から発した火災で北接する尼寺が頬焼した

（統左丞抄）ことから，榊.群と尼寺が隣接してあったといわれていた。しかし‐帯については

特に寺跡をうかがうような形跡もなく，尼寺の様ｒは全くルうかっていなかったｏそこで今回

は国分寺の北東ﾉﾉにおいて尼寺のｲf在を確かめるための柵在をおこなった。その結果南'111.

束門･介川i建物･ﾉビ坊ふうの進物などの州I泣柱建物辿椛のほかに，寺域を画する|:''1列．満を険

||}し，寺地の規模もほぼIJlらかにすることができた。南1111と束lIijは同規模であり，正面１iiIl

（柱間16尺）側面２１M1（剛川５尺）のＩﾉﾘ脚'''1である。尼坊とする建物は寺地の''1央Iﾉﾘ寄りに２

棟あり，うち１棟は５×２間（桁行10尺・梁行８尺）の東Iﾉ陳で，東側に接してある１棟もほ

ぼ同規模と思われる。倉雌建物は西南隅近くにあり，－部確認のものを含めて４棟ある。う

ち１棟は２×３間（桁行梁行とも５尺）の総柱の建物で，他の３棟は２×２間（桁行10尺．梁行
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８尺）である。寺域を限る溝（幅1.5ｍ

．深さ0.7ｍ）と柵列（柱間10尺）は東．

西・南の各辺について,検出しており，

東西の溝間距離が149.8ｍあるところ

から寺地は500尺IjILl〃であったとおも

われる。なお，このほか{こ尼寺以前の

辿榊として古城時代化居跡１がある。

今'111の,洲.在では主要伽職をIﾘ,からに

するまでに領らなかったが，ノピキが仙

寺の束北方に66ｍ（220尺）を陥て上あ

る小尖を両.､ｉｆの寺域の関係においてと

らえることができたのは大きな成果で

あった。（佐藤典淵）




